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団体名 事業名 事業概要 実施状況

＜事業概要＞
■外国にルーツをもつ子どもたちへの日本語教育事業
　毎週水曜日 18:00～21:00、計37回
　参加者：生徒20名程　スタッフ20名程
　会場：大久保地域センター、大久保小学校
＜活動内容＞
・小学生は日本語初級レベルのため、教材を指定した上で、ひらがなやカタカナ、漢字の学習
・中学生は苦手な漢字学習や、文章を読んで感想文を作成するなど。
・高校3年生はAO推薦入試に向けた準備等。

■文化・芸術を通しての国際交流（延べ120名参加）
　会場：大久保地域センター３階調理工作室
　①令和和6年7月31日（水）17:30-21:30
　「朝鮮と日本の歴史について学ぼう/日本と韓国の伝統遊び」
　②令和6年12月11日（水）17:30-21:30
　「子どもも大人も楽しめる漢字遊び」
　③令和7年3月26日（水）17:30-21:30
　「『さんねん峠』をみんなで読む」

■進路相談のサポート、高校受験対策支援事業
　主に日本語教室（毎週水曜日）の授業時間前後、毎月3～4回程
　参加者：中学3年生3名、高校3年生3名
　会場：大久保地域センター、大久保小学校
＜活動内容＞
・進学先の学校選び
・子どもたちの在籍学校の面談に同席および担任教諭とのやり取りで情報共有
・ボランティアの大学生による進路相談
・AO推薦に向けて書類準備や面接練習

■居場所づくり、カウンセリング活動（家族）事業
　主に日本語教室（毎週水曜日）の授業
  参加者：14名程
　会場：大久保地域センター、大久保小学校
＜活動内容＞
・授業以外の時間に子どもたちとコミュニケーションを取り、常に子どもたちが参加しやすい環境づ
くりを意識。
・奨学金申請のサポート、在籍学校の面談や連絡事項等サポート

＜事業の成果＞
　本事業は、外国にルーツをもつ子どもたちへの日本語教育等を通じて、子どもたちの健全な育成と
多文化共生の社会づくりに寄与するため、定期的な学習支援・居場所づくりや文化・芸術を通じた国
際交流を行った。
　学習支援では、対策授業を行うだけでなく、長年の新宿区における活動で培った知見を活かし、一
人ひとりニーズが異なる子どもたちや保護者とじっくり向き合いながら学習計画や事業報告書を作成
した。その結果、令和6年8月27日に1名が高等学校卒業程度認定試験に合格し、他の生徒も定時制高
校、明治大学、専門学校、韓国の成均館大学に合格した。
　参加者アンケートでは、特別授業に参加した一般市民の方から、「イベントを楽しめた」「また参
加したい」といった声も上がっており、区としては、団体の専門性を活かして学習支援を行い成果を
あげることができた点、異文化交流や伝統を学ぶ機会の創出ができたことから、おおむね一定の効果
があったと考える。
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ＮＰＯ法人

チャプチョアカ
デミー

外国にルーツをもつ子
どもたちへの日本語教
育・多文化共生社会の

実現
（助成回数：1回目、

助成金額：390,000円）

①事業の対象者
外国にルーツをもつ子どもたち、国際交流に関心のある一般市
民

②事業目的
外国にルーツをもつ子どもたちの健全な育成と、その親を含む
子どもたちが円滑に地域に適応すること、そして地域社会の多
文化共生の社会づくりに寄与すること。

③活動内容
⑴外国にルーツをもつ子どもたちへの日本語教育事業･⑵文
化・芸術を通しての国際交流･⑶進路相談のサポート、高校受
験対策支援事業･⑷居場所づくり、カウンセリング活動（家
族）事業
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▲折り紙を教わりながら取り組む参加者 ▲本を見ながらあやとりを学ぶ参加者▲参加者みんなで記念撮影

■参加者の声（一部抜粋）

・普段聞けない話を先生方から聞けて興味深かったです。

・伝統遊びは昔韓国に行った時の楽しかった思い出を思

い出すことができました。

・朝鮮と日本の歴史については、とても勉強になり、伝統

遊びは韓国人の父兄から直接学べて楽しかったです。

・このような活動をしていることを知らなかったので、良い

機会でした。

・学校で学ぶこととは違った視点があり新鮮でした。

・漢字の成り立ちを知れて面白かった、昔と今の漢字の

違いを知れて良かったです。

・「アリラン（民謡）」と「ふるさと」を全員で歌唱できて楽し

かったです。

・時間を早めに実施し、もう少し広い場所だと嬉しいです。
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団体名 事業名 事業概要 実施状況

＜活動の様子＞

ＮＰＯ法人
臨床検査支援協

会

＜事業概要＞
・新宿区民を対象とした健康体験コーナーと健康セミナー（１回目）
　実施日：11月17日（日）　参加数：54名
　会場：柏木地域センター（「新宿かしわまつり」へ出展）
　周知：11月5日号広報しんじゅく掲載、区SNS、区直営掲示板掲載
　検査項目：骨密度、血管年齢、もの忘れプログラム、AGEs、肌年齢
　費用：５００円

・新宿区民を対象とした健康体験フェアと健康セミナー（２回目）
　実施日：12月15日（日）　参加数：30名
　会場：榎町地域センター（同日地域センター主催「年忘れカラオケ大会」実施）
　周知：12月5日号広報しんじゅく掲載、区SNS、区直営掲示板掲載
　検査項目：骨密度、血管年齢、もの忘れプログラム、AGEs、肌年齢
　費用：５００円

＜事業の成果＞
　本事業は、健康体験フェアでの手軽な検査により現在の健康状態を把握していただくためのイベン
トを柏木地域センター及び榎町地域センターで開催し、合計84名が参加した。参加者には区の健診資
料を配布し、健診受診促進につなげる取組を行った。
　併せて、検査の待ち時間に参加者に興味を持って聴いていただけるよう、団体の持つ専門性を活用
し、その時季に適したテーマとしてインフルエンザについて健康セミナーを実施した。
　参加者アンケートでは、参加者の8割以上から「満足した」と回答があり、区としては、イベント
での待ち時間短縮への工夫や会場の導線の見直しなど改善点が見受けられたものの、検査内容につい
ては参加者から好評であった点、また区民等の健診受診の契機になったことから、おおむね一定の効
果があったと考える。

①　事業の対象者
大人から子どもまで

②　事業目的
健康体験フェア（簡易検査）をとおして、区民の皆さんにご自
身の健康状態に興味を持ってもらい、今後の健診受診率向上に
繋げ、結果的に健康長寿社会実現にも繋がることを目的とした
事業。

③　活動内容
健康体験フェアと健康セミナーを地域センターで開催

新宿区民を対象とした
健康体験フェアと健康

セミナー
（助成回数：1回目、
助成金額：363,000円）
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▲多くの方がご来場されました ▲骨密度の測定中 ▲インフルエンザウイルスについてのセミナーの様子

■参加者の声（一部抜粋）

・毎年参加したい

・初めての体験が出来て良かった

・定期的開催を望む

・血管年齢結果をもう少し詳しく知りたい

・最新のトッピクスを知りたい

・AGEs装置を公共機関設置を望む

・いろいろな健康チェックに満足した

・肌年齢の待ち時間短縮の工夫や肌年齢プライバ

シー対策を検討してほしい。


